
の
説
叙
の
棒
裁
は
ほ
黛
著
者
の
智
者
日
本
漁
民
思
想
史
乃
至
日
本

史
學
史
等
に
同
じ
い
β
事
の
現
代
に
属
す
る
も
の
は
も
ε
よ
り
署

者
の
重
き
を
お
く
所
で
な
い
で
は
あ
ら
う
が
馬
賊
駄
思
潮
の
輪
入

を
巻
け
る
章
節
に
於
い
て
一
二
人
名
の
誤
が
あ
り
、
其
の
思
想
の

理
解
の
上
に
如
何
ミ
思
は
れ
る
箇
所
の
認
め
ら
れ
る
の
は
偶
支
不

用
意
に
綴
つ
る
所
か
、
敢
へ
て
以
っ
て
彪
大
な
る
大
冊
全
盟
の
輕

重
を
問
は
る
」
に
至
る
が
如
き
こ
ミ
な
く
ん
ば
幸
で
あ
．
る
。
（
菊
判

七
五
六
頁
、
素
肌
五
、
五
〇
園
、
東
京
中
飯
館
）
〔
以
上
柴
田
〕

⑳
堺
　
市
　
浄
ケ
第
二
．
三
．
四
．
七
巷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺
市
史
編
纂
私
生

　
⊥
不
識
昨
年
七
月
號
に
紹
介
せ
る
第
一
、
六
、
・
七
総
三
鵡
川
に
つ
い

で
第
二
、
三
、
四
、
七
巻
閃
冊
が
新
に
出
版
ざ
れ
た
。
本
史
の
特

長
償
値
に
就
い
て
は
薗
回
や
』
詳
述
す
る
所
。
か
あ
っ
た
か
ら
各
巻

を
蓬
ふ
て
概
略
の
紹
介
を
試
み
た
い
。

　
第
二
巻
は
本
編
第
ニ
ー
こ
し
て
、
第
一
巻
の
第
二
圓
魁
明
般
の
堺

蹄
着
の
後
を
う
け
て
、
第
三
回
溝
明
船
の
出
帆
よ
り
豊
．
華
氏
の
滅

亡
に
至
る
間
堺
の
最
も
光
輝
あ
る
全
盛
期
の
姿
が
全
幅
的
に
展
開

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

さ
れ
て
み
る
。
遣
明
船
に
於
け
る
堺
商
人
の
活
躍
は
延
い
て
B
明

外
交
貿
易
の
金
歴
史
を
跡
づ
け
る
事
で
あ
り
、
海
蓮
上
院
む
る
勢

力
は
交
通
商
業
の
隆
盛
を
思
は
せ
商
人
の
商
行
爲
、
風
雅
の
記
蓮

は
一
興
味
あ
る
色
彩
を
與
へ
て
る
る
。
又
永
き
職
徽
中
此
町
の
軍

畑
ミ
富
§
か
如
何
に
重
要
視
さ
れ
た
か
、
其
商
業
の
獲
達
ε
自
治

艦
の
嚢
達
く
」
に
よ
っ
て
町
の
繁
榮
を
見
、
次
で
斯
る
好
適
な
る
土

地
の
事
情
に
よ
っ
て
當
時
の
実
像
の
災
鵬
か
ら
保
護
さ
れ
叉
新
に

護
生
し
た
文
化
の
諸
粗
が
記
憶
さ
れ
て
る
る
が
、
此
は
輩
に
堺
に

於
い
て
の
み
な
ら
す
全
日
本
に
於
け
る
文
化
の
三
三
ミ
獲
展
の
上

、
に
光
輝
あ
る
一
笛
で
あ
る
。
佛
教
に
於
い
て
は
大
徳
寺
の
有
力
な

、
る
支
持
者
、
こ
し
て
、
異
宗
噸
こ
し
て
追
は
れ
た
一
向
、
日
蓮
宗
の
避
、

難
所
ε
し
て
大
き
な
功
積
有
っ
て
み
る
が
、
こ
の
事
情
は
縄
え
ざ

る
迫
害
に
学
ん
だ
耶
蘇
教
に
取
っ
て
も
京
畿
布
教
の
無
二
の
根
堅

地
ε
し
て
重
大
な
地
位
を
示
濡
れ
て
み
る
。
怨
書
出
版
に
於
て
は

讐
書
大
全
、
論
語
如
き
特
殊
な
る
も
の
エ
出
版
に
異
色
が
あ
る
が
、

茶
湯
に
於
て
磨
製
よ
り
利
休
に
至
る
茶
湯
の
血
続
が
此
町
の
人
に

よ
つ
て
受
簸
ぎ
嚢
展
さ
れ
た
も
の
ε
し
て
堺
市
民
の
最
も
誇
ミ
す

る
も
の
を
詳
述
し
て
み
る
。
文
藝
に
於
け
る
堺
傳
授
、
隆
墨
書
の

　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
九
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、
紹
　
　
　
介

如
き
注
目
さ
る
・
現
象
、
毒
筆
の
流
行
、
爪
外
國
文
化
輪
入
の
上

に
於
て
最
も
注
視
さ
る
べ
き
鐵
砲
の
傳
來
ε
其
製
造
に
封
ず
る
堺

入
の
貢
獣
が
記
さ
れ
て
み
る
。

　
第
三
巻
は
第
三
、
四
の
爾
篇
を
含
む
。
第
三
編
欄
熟
期
ε
し
て
大

阪
陣
よ
り
明
治
維
新
に
至
る
聞
の
事
柄
が
取
扱
は
れ
る
。
大
阪
夏

陣
に
蒙
っ
た
全
嶢
の
災
鍋
か
ら
立
上
っ
た
新
市
街
の
歌
意
を
元
藏

二
年
堺
大
落
圖
を
基
ミ
し
て
今
日
に
至
る
迄
の
獲
展
の
基
礎
部
分

を
詳
蓮
し
て
み
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
徳
川
置
忘
の
嚴
重
な
る
統
制

の
下
に
奉
行
組
織
、
自
治
制
度
が
確
立
さ
れ
て
行
っ
た
姿
を
辿
り

綜
割
符
貿
易
、
商
工
業
に
就
い
て
前
代
の
照
光
の
王
乳
け
る
繁
榮

を
示
し
、
所
大
和
川
開
墾
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
堺
港
の
憂
遷
、
附
近

村
落
の
尊
公
の
観
察
は
堺
市
の
今
日
の
黙
認
に
至
る
経
過
を
定
む

る
も
の
S
し
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
吹
で
宗
教
、
教
育
「
こ
文

藝
、
謹
呈
等
市
民
の
生
活
を
描
き
、
幕
末
に
際
し
て
の
活
躍
に
終

っ
て
み
る
。

　
第
四
編
は
整
頓
期
ミ
し
て
明
治
維
新
以
後
今
日
に
至
る
迄
が
明

治
初
年
、
堺
匿
の
時
代
、
市
制
實
施
以
後
、
最
近
の
市
勢
の
下
に

市
政
、
戸
数
人
口
、
産
業
交
麺
、
文
藝
等
市
民
に
取
っ
て
倫
近
き

　
　
　
　
　
　
第
十
五
魯
　
第
三
號
　
　
四
五
〇

思
ひ
出
で
あ
る
も
の
を
詳
述
し
て
親
し
み
を
起
さ
せ
る
。

　
第
四
巻
は
資
料
編
第
一
ミ
し
て
主
ε
し
て
未
刊
行
の
重
要
な
も

の
・
み
が
黎
明
期
、
全
盛
期
の
資
料
が
、
前
者
は
交
廼
、
堺
荘
、

下
寺
、
戦
雫
、
入
物
の
各
資
料
－
こ
し
て
、
後
者
は
外
國
交
通
、
載

雫
、
堺
妊
、
商
工
業
、
宗
敏
、
茶
道
、
學
藝
の
各
資
料
に
分
類
さ

れ
て
み
る
。

　
第
七
巻
は
別
編
－
こ
し
て
第
一
入
物
誌
、
第
二
紳
祉
寺
院
教
會
誌

第
三
編
名
蹟
誌
の
各
々
の
下
に
豊
富
な
事
項
の
簡
要
な
る
読
明
が

あ
っ
て
便
利
な
参
考
書
で
あ
る
。

　
爾
索
引
年
表
等
一
冊
未
刊
の
も
の
を
残
し
て
み
る
が
本
文
は
全

七
冊
を
以
て
完
成
を
告
げ
た
。
中
世
以
降
に
於
け
る
鴬
町
の
他
市

に
比
類
な
き
文
化
活
動
を
見
る
事
は
ま
た
全
日
本
の
文
化
の
歴
史

の
主
潮
を
さ
ぐ
る
事
で
あ
る
。
堺
市
が
其
光
榮
あ
る
歴
史
編
纂
の

儒
多
大
の
犠
牲
を
彿
ひ
此
虚
に
痛
楚
を
完
成
さ
れ
た
事
は
市
の
最

も
誇
ミ
す
べ
き
所
で
あ
ら
う
。
　
（
菊
判
第
二
巻
六
〇
七
頁
、
第
三

巻
一
二
一
五
頁
、
第
四
総
四
六
九
頁
、
第
七
巻
八
九
八
頁
、
堺
市

役
所
影
響
）
〔
藤
〕
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